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プロフィール　　

13:30~15:30
戦争戦争と平和憲法平和憲法

松田正久さん　1948年生。専門は
素粒子論。現在、愛知教育大学学長
「大学は、学問の自由が保障された
学問の府であるが、その自由は『世
界平和と持続可能な社会の形成に
寄与する』ものでなくてはならな
い」が持論。

益川敏英さん　1940年生。専門は
素粒子論。現在、名古屋大学素粒子
宇宙起源研究機構長、京都産業大
学益川塾塾頭など。2008年ノーベ
ル物理学賞を受賞。著書に『学問学
問、楽しくなくちゃ』  『僕がノーベル
賞をとった本当の理由』  『15歳の寺
子屋　フラフラのすすめ』 など多数。

（土）3　
9条、96 条の明文改憲に失敗した安倍政権は立法改憲に切
り替え、昨秋の臨時国会で「国家安全保障会議設置法」を制

定しました。12 月には早々と会議を開き、内戦状態の南

スーダンで国連 PKO 活動をしている韓国軍に自衛隊から

約 1 万発の銃弾提供を決定しました。国会内外から抗議の

声が上がり政府は今回限りだとしていますが武器禁輸原則

はあいまいのままです。安倍首相の靖国参拝は、これからの

戦争による死者を再び靖国に英霊として祀ろうとするかの

ようです。最も近い隣国との友好関係も築けない安倍政権

が、「特定秘密保護法」を強行採決し、防衛大綱、中期防衛力

計画など戦争する国へと突き進んでいます。

特定秘密保護法案に対し広島でも昨秋、「知る権利を守れ、
監視社会は人権侵害、秘密は戦争につながる」と危機感は強

く、反対運動が湧き上がりました。国会前行動に呼応した

10 月 15 日開会日の学習会に 100 人、11 月 2日の憲法の集

いと秘密法反対デモに 220 人、11 月 21 日の原爆ドーム前

集会とデモでは 350 人、12 月 6日には 1000 人と私たち主

催者が驚くほど行動する人が増えていきました。この運動

をもっと広げ、集団的自衛権行使を容認する「国家安全基本

法」制定や岩国・呉基地の拡張強化、伊方、島根原発再稼働

をストップさせる力にしていきたいと考えています。

ノーベル物理学賞受賞者の益川敏英さんは「1960 年代、人
工頭脳に関する研究があったが、突然、関連する論文が発表

されなくなった。原子力潜水艦のソナーに関する技術に役

立つとして機密になったと聞いた。社会に広く知ってもら

い、さらに発展させるという『科学の精神』に逆行する」と特

定秘密保護法を強く批判されています。同じく物理学者で

あり、教育者でもある松田正久さんは、日ごろから学生に平

和の大切さを訴えていらっしゃいます。活発に発言をされ

ているお二人の科学者は、ユーモアをもち、今の日本を打ち

破る対話をしてくださると楽しみにしています。

私たち市民にとって今、何が大切か、できることは何か、と
もに学んで行動に活かしていきたいと思います。

お誘いあわせの上、どうぞご参加下さい。             （藤井純子）

◆チラシは何枚でも送りますのでどうぞご連絡ください。

　広めてくださいますよう、よろしくお願い致します。

第九条の会ヒロシマ22周年特別講演会

科学者が語り合う科学者が語り合う科学者が語り合う



横原　由紀夫

憲法乗っ取りを図る安倍首相
―戦争できる国へ暴走、退陣を求める―

暴走する安倍政権―憲法違反
　12 月 6 日を忘れてはならない。極めつけの悪法である「特

定秘密保護法」が自公の強行採決によって成立した日である。

安倍自民党は、総選挙でも参院選でも、首相の所信表明演説で

も “特定秘密保護法、国家安全保障会議設置”を公約していない。

国民の反発が予想される重要課題は隠して選挙したのだ。公明

党は、“自民党のブレーキ役を担う” と公表して連立を組んだが、

アクセルを踏んでいた。与党は、安倍の高支持率に驕り＜国民

を騙して＞政治をしている。『国民はバカにされている』こと

を自覚しなければならない。来年の通常国会では『国家安全保

障基本法』を上程し、「共謀罪」も検討している。国家安全保

障基本法では、『集団的自衛権行使』を規定しており、自衛隊

は「先制攻撃能力の確保、治安維持行動など」その活動範囲を

一気に拡大する。米国の「傭兵」となって海外派兵も行えるの

が狙いである。

　「特定秘密保護法、国家安全保障会議設置、国家安全保障基

本法」と３点セットで、日本という国は、戦前と同様に、“い

つでも戦争できる国” へと大きく変貌を遂げる。何が秘密か国

民は知ることも出来ず、「国権の最高機関たる国会」すら “秘密”

の内容を知らされないのであるから＜国政調査権＞も奪われ

る。　民主主義国家は、『政府（行政）の握る情報は国民の共

有財産』であるのが大原則である。国際社会は「盗聴大国米国

を反面教師として」、「情報公開」へ動いている。国家安全保障

基本法は、「中国・北朝鮮」敵視を基本にしているが、国民統

制も含まれている。領土問題・歴史認識問題を巡っては韓国と

も対立している。これが安倍政権の本質である。　中国・韓国・

北朝鮮など近隣諸国との緊張を高め、いつ戦争が起きるか分か

らない事態を招いている

３点セットの法律の狙い（目的）は、

（１）情報を国民から隠すことで「国民主権」を奪うことである。

「国家主権」の体制作りである。

（２）国会議員の国政調査権を奪うのであるから、「国会は事実

上つぶされ」行政権が優位に立つから三権分立は崩れる。

（３）日本は今でさえ「秘密」が多い国である（情報公開法は

欠陥法）。厳罰主義によって公務員は「萎縮し自粛する」から、

国民の知る権利、取材・報道の自由は抑圧される。また、すべ

ての省庁が「特定秘密（40 万件超）」を抱えるから「大本営発表」

の報道に成り下がる可能性が高い。

　憲法の３大原則は、『平和主義、民主主義（国民主権）、基本

的人権の保障』である。

　３点セットの法律は、「平和主義は形だけとなり、民主主義

の基盤は崩され、基本的人権は大幅に制限される」から、「憲

法違反」である。その上、“憲法に則って政治を行う「立憲主義」”

も崩れるから二重に憲法違反である。安倍がこの間実施した事

は、「集団的自衛権に反対する内閣法制局長官の更迭」、「ＮＨ

Ｋ経営委員へお友達送り込み（情報統制）」、「教育への政治介

入（教科書問題など）」である。

　衆参両院選挙による圧倒的勝利（国民の責任。最低の投票率

と違憲状態の選挙）を背景として＜一党独裁国家＞へ進んでい

る。国民は本気で反省し覚悟をしなければならない。警察権力

が強大となり、官僚による政治が強まるから、「警察国家、官

僚国家」の日本だ。「国家安全保障基本法」が成立すれば、い

つでも戦争できる国となる。廃案を求める。

特定秘密保護法は守る義務はない！
　“悪法も法なり” という。法治国家の場合、悪法といえども守

らなければ法秩序が保てないからである。だが、悪法といえど

も、「何をすれば違反となり罪になるのか」という対象が具体

的になっている（官僚の責任は問われないようにしてある）。

しかし、特定秘密保護法は外交・防衛・スパイ活動禁止、テロ

対策の４項目掲げているが、その他が付いており、どこまでも

拡大することが可能であり具体的ではない。具体的でないもの

を「守れとお上が言っても」守る義務はない。守るべき義務が

ない理由は、第一に『憲法に違反する法律』であること、第二

に『何が秘密か分からない』のであるから国民には守るべき対

象は不明であり、義務が生じる筈もない―ということである。

　悪法は自民党政権下で作られたが、主要なものは「個人情報

保護法（秘密が増えた）」、「盗聴法（権力による国民監視）」な

どがある。臨時国会で成立した「生活保護法改定」も酷い内容

となった。「情報公開法」は “墨塗り法” であり、「改正」する

ことが重要課題である。

　特定秘密保護法では、テロを「政治上その他の主義主張に基

づき、国家もしくは他人にこれを強要する」ための活動と定義

している。言論の自由・表現の自由が規制される。これを守る

義務があるとなれば、基本的人権を放棄することにつながる。

　憲法第 12 条は『この憲法が国民に保障する自由及び権利は、

国民の不断の努力によって、これを保持しなければならない・・



以下略』と規定している。国民自らが「萎縮・自粛」して権利

を放棄してはならない。これが国民の責任であり義務である。

　そもそも、国民に隠さなければならない秘密はあるのか？

　一時、隠さなければならないと考えられるのは、

（１）重要な外交交渉の途中経過、

（２）外交・防衛に使用される「暗号」、

（３）戦争を仕掛ける際の攻撃場所・日時などである（憲法に

違反する）。

しかし、外交案件は結果を速やかに立法府（国会）に公開し審

判を仰がなければならない。防衛秘密といっても、基地の存在、

装備などは明らかであり特別に隠す必然性はない。政府の行為

が公平・公正・適正であるかを判断するためには「情報」は速

やかに開示することが原則である（一時隠すにしても３年程度

である）。

　政治家を含め「公務員」は、国民の税金で存在しており、“税

金が国民のために正しく使われているのか” を判断するために

も情報隠しは許されていない。一時隠すのはあくまでも「例外」

である。公務員は全体の奉仕者である。情報公開へ動く国際基

準でも、「安全保障上秘密とされるのは限定的で例外的な情報」

であると規定している。情報を国民から隠すのは、日本と一部

の独裁国家だけである。特定秘密保護法に関しては、市民運動

をはじめ国内の各団体・各界・各層の人々が反対を表明し行動

した。国際機関、米国の元高官、ＮＹタイムズ社説など海外か

らも反対意見が出された。安倍首相は慌てふためいたが、米国

の意に添うため焦ったのだ（米国の手のひらで踊らされる安倍

首相）。

　私たちは怒りを（少なくとも３年間は）持続しなければなら

ない。　自民党は、“３年後の選挙までには国民は忘れている”

とバカにしているのだ。この間の自民党石破幹事長の発言は、

自民党の本音・体質を現している。国家主権の憲法体制を作る

ことである。「国民はお上の言うことを聞け」である。市民が

声を挙げ続け、３年後の選挙でお返しをしてこそ、民主主義を

守ることになる。戦前の「軍部独裁国家主義」復帰は拒否する。

提案：特定秘密保護法廃棄を求める行動
１ . 自民党、公明党へ毎月「６の日」、『民主主義を守れ、憲法

を守れ、情報を公開せよ、集団的自衛権は憲法違反だ・・』

と抗議の意味を込めてＦＡＸ、メールを送る。

２．最高裁に「違憲立法審査権行使」を求める取り組みを行う（違

憲訴訟も検討する）。

３．「国家安全保障基本法」廃案行動、「普天間基地の辺野古移

転阻止」行動、「ＴＰＰ交渉からの離脱」を求める取り組みが

重要となる。成功すれば安倍政権は崩れる。

４．マスコミに対して「萎縮・自粛」せず、政府を監視・点検

する報道の継続を求める。

　今こそ、日本のジャーナリズムが問われている。

　市民運動は「デモはテロではない」行動を継続する。警察の

弾圧が強まることを覚悟して、＜違憲訴訟＞も準備する（弁護

団結成も検討中）。

　

　国民を無視する政治、全体主義・権威主義的政治を許せば、「気

が付けばファシズム」となっている。脱原発も重要な課題であ

るが、３点セットの法律下ではいくら「脱原発、自然エネルギー

を」と叫んでも、原発ムラが力を強めるだけである。それだけ、

３点セットの法律は力を持つものであり、恐ろしいものだとの

危機感を持たねばならない。市民は起ちあがろう。３年後の選

挙で結果を出すため、努力を続けるしかない。戦争する国にな

れば、「自衛隊員も殺し殺される覚悟」が必要となる。市民が覚

悟を求められる時代へと変化している。

[ 註 ]：より詳細には東北アジア情報センター会報 28 号（2013

年 9 月 1 日号）「安倍政権の解釈改憲は憲法違

反」、会報第 29 号（12 月 1 日号）「法律で憲

法を骨抜きにする安倍首相」の拙論を参照し

てもらえれば幸いである。

（2013年12月13日記　第九条の会ヒロシマ世話人）



幻に終わった！「岩国工業港」計画

田村順玄（岩国市議・リムピース共同代表）

膨張し続ける岩国基地
　79 年前、初代岩国市長の街づくり構想をぶち壊した日本海

軍。 膨張し続ける「岩国基地機能強化」の歴史を学習する。 破

格の沖縄振興予算を懐に、「いい正月になる！」という言葉を

残して沖縄へ帰った知事は数日後には予定通り辺野古の埋立て

を承認した。国が求める「艦載機移転」に理解を示し、前の市

長が１年間苦しめられた市庁舎建設の補助金の交付をさっさと

実現させた岩国の市長へのそれと、全く同じ構図。 

　こうなることは必定と予見出来ていたが、国民は今の安倍政

権を選挙で作り上げてしまった。大きな過ちであったが、とど

まる所は「憲法改正」で、まず９条を消し、特定秘密保護法か

ら「共謀罪」や株価を上げて一部の金持ちだけを喜ばせる経済

政策など、まさにこの社会を破壊し続けている安倍政権が目の

前にある。 

　沖縄の負担軽減を「錦の御旗」とうたい、全国各地へ基地を

分散させ、普天間基地の返還を促進するのがもっとも常識的な

「沖縄問題解決策」であることはよく分かる。ならばその方法

は具体的にどうすれば良いのか、誰も示しては来ない。今現実

に起きているその解決策は「岩国基地へ代替の基地機能を移転

させる」、この方法しか無い、これが昨今の岩国基地へ全て新

たな機能を押しつけている、こうした動きだ。 

　昨秋、７年ぶりにまとまった「再編見直し」その中身を見て

ビックリ。前述した沖縄の負担軽減のために、岩国基地への新

たな基地負担がテンコ盛りで押しつけられてきた。普天間基地

のＫＣ130 空中給油機はその数も３機増やして 15 機、2014 年

に岩国へ。

　もちろん厚木から 59 機の空母艦載機も 2017 年に岩国へ、

世界で始めて米国外へ配備するＦ35Ｂステルス戦闘機も 2017

年に岩国へ。とりあえず普天間へ配備したＭＶ22 オスプレイ

も結局は岩国を拠点に全国展開へ、そして間違いなくその後は

岩国基地へ「分散配置」することは間違いない。 

　このような岩国基地の今の動きを見るとき、改めてこの基地

が広大に拡大強化され「受け皿」としての機能にされた姿を再

認識するばかりだ。岩国市民はこの岩国基地を安定的に運用出

来るよう、「市民の悲願」という枕詞（まくらことば）まで付

け岩国基地沖合移設事業を求めてきたのだ。年末に安倍政権が

公表した 2014 年度政府予算で、岩国基地の来年度の施設整備

予算は 902 億円が確保された。なんとそれは、岩国市政の年

間予算の 1.4 倍にも匹敵する国費で、単年度でこの基地に投入

される。一旦手中に納めた岩国基地の機能は、はりねずみの如

くに強固に成長させられ軍隊に取り込まれてゆく。 

　今や岩国基地は配備された航空機の機数も、施設の充実度

も、極東一の巨大基地として成長し続けている。その器の中へ、

海兵隊と海上自衛隊に加え、米海軍と普天間の空中給油機部

隊が追加され東洋最大の軍事基地として形成され続けている。 

79 年前の初代岩国市長の街づくり構想
　2014 年の年明け、この岩国基地の成り立ちを知らされた逸

話を「おはよう愛宕山」新年号に書いた。1940 年に誕生した

今の岩国市の初代市長、「永田新之允」さんの話だ。永田新之

允さんは 1871（明治４）年、岩国に生まれ読売新聞社の編集

局長や実業の日本社など言論界で活躍、国会議員などを経て

岩国町長になった。そして 1940 年に周辺合併で初代岩国市長

に就任したが晩年、筆者が小学生の頃に住んでいた市営住宅

の近くの棟に住んでいたことをかすかに覚えている。 

　その彼が岩国町長時代、「岩国工業港計画」という構想を打

ち立てた。1935（昭和 10）年の事だ。山口県で最も長く大き

な川「錦川」の河口は広大の遠浅で開発には絶好の条件を備

えていた。こうした自然条件を生かした岩国藩の殿様「吉川氏」

も、河口の遠浅の埋立てや干拓を奨励した。 

　こうした背景を熟知した永田新之允氏が打ち立てた「岩国

工業港」計画は錦川河口を広大に開発し、岩国発展の礎を作

ろうと企画した。「岩国工業港」計画と記した計画書が永田新

之允自叙伝に全編残されており、設計図書まで綿密に書かれ

計画図面は詳細に読み取ることが出来る。（別掲）

　その計画は錦川河口の海岸線一帯を、広島県との境である

和木町沖から岩国市南部の由宇町まで数百万坪という広大な

規模で開発する。その第一次計画が川下沖の「岩国工業港計画」

だった。 永田新之允氏はこの計画を内務省に協議し、同意も取

り実行への手順を移しはじめた。

　ところが、当時の世相はいよいよ戦争への足音高くなる時。

構想３年後の 1937（昭和 13）年４月、突然呉鎮守府の役人が

当時の川下村を訪れ岩国工業港予定地を海軍航空隊として利

用するという方針が一方的に告げられた。 

　当時の軍部は大突貫工事で川下沖の海軍航空隊建設を始め、

数年で今の岩国基地の形が整った。永田新之允市長の「岩国

工業港計画」はこうして、幻の計画で終了した。 

岩国爆音訴訟の証人尋問で
　昨年 10 月、08 年７月から続いている岩国爆音訴訟の第 25

回口頭弁論があった。この法廷で我々原告側が申請した証人

尋問で、法廷に立った岩国市の歴史博物館「岩国徴古館」館

長であった宮田伊津美さんが証人に立った。 　ここで彼が紹介

したのが、この「岩国工業港計画」である。宮田さんは永田

膨張し続ける「岩国基地機能強化」
　　



新之允市長の当時の逸話が、軍部にとって当時如何に有益な計画

であったかを解説した。構想に記された計画図面を見れば、今の

沖合移設で拡大されたそのままの姿がそこにある。今になって誰

が見ても、岩国の中心にある今の岩国基地が当時の永田市長の計

画どおり開発されていたら岩国という街はいったいどれくらい発

展していたか、だれでも予測できる計画内容である。 街の真ん中

に鎮座する普天間基地のそれと　何ら変わりない今の岩国基地の

存在を改めて思い知る話がそこにあった。

　今年はじっくりと、このような今のイワクニ基地の現実をもう

一度見直してみたい。そして培ってきた私たちの抵抗の精神をさ

らに強固に硬め、気持ちだけでは無い、実践を通して成果に結び

付けてゆける。そんな基地反対闘争を進めてゆきたい。2014 年、

今年も地道に、しっかり頑張りつづけたい。 

 

KC-130 空中給油輸送機
ハーキュリー

戦闘攻撃機
F/A-18　ホーネット

現米軍基地新滑走路

旧滑走路
水深 13ｍの港

1935（昭和10）年の地図に現在の基地、
滑走路、港を描いてみました。この
場所が工業団地になっていたなら…

岩国基地から飛び立つ戦闘機の
危険な訓練が続いている。

基地の全景が見える岩国版｢安保が見える丘」から　
　　　　　　　　　　　　　　　　海に突き出ている新滑走路



　国家主義の暴走「安倍教育再生」を止めよう

　　山川　滋（教科書問題を考える市民ネットワーク・ひろしま）

１　はじめに
　安倍政権は衆参ねじれ解消とアベノミクスによる支持率をて

こにして、発足後たった 1 年で不十分な議論と国民の不信と批

判の嵐にもかかわらず「特別秘密保護法」「国家安全保障会議

（NSC)」「靖国参拝」を実行しました。その影に隠れて、「教育

再生実行本部（自民党）」「教育再生実行会議（政府）」「中央教

育審議会（文科省）」は、「教育委員会制度」改悪、「教科書制度（検

定基準・採択制度）」改悪、「道徳の教科化」を猛スピードで進

めています。

　これは安倍首相の言う「戦後レジームからの脱却」、つまり

戦後民主主義の否定と憲法改悪を進め「戦争のできる国」にす

るための地ならしです。教育行政では首長＝教育長の権限が強

化され、教科書には強制的に政府見解を記述させ、これまで以

上に国家の意思を子どもに「上意下達」する教育が進む恐れが

強まっています。

２　教育委員会制度改悪
　戦前は、文部省の上位に現在の国土交通省・厚生労働省・総

務省・警察を全部いっしょにしたような内務省があり、学校教

育全般の人事・予算を支配し、容易に軍国主義教育を推進する

体制でした。戦争をした教育制度を反省し、戦後は地方自治を

原則として政治的中立性を確保し、特定の党派的影響力から独

立した複数の委員の合議による中立的な意思決定を行う委員会

制度に改められました。しかし安倍政権は「戦後レジームから

の脱却」として、再び国家＝政権党の政策を国民に強制する、

戦前のような教育制度に改悪しようとしています。

　12 月 10 日中教審は委員の強い反対意見がある中で「教育委

員会を首長の付属機関」とする答申案を決定しました。

　　　　　　　　　　

　それは、教育行政の執行権限が、教育委員会から首長に移

るために、教育委員会は首長の付属機関（諮問機関）になる

ということです。さらに、首長が教育長を任命・罷免するので、

教育長は首長には逆らえなくなります。そうすると、教育委

員会は首長＝教育長から直接的な「意志」を受けることにな

るので、市民の願いよりも首長の政策を教育に反映せざるを

得なくなります。例えば、学校の統廃合、全国学力テスト結

果の公表、学力結果に応じた予算の配分、恣意的な人事、「創

る会」等の教科書採択などが容易に首長の政策として実施さ

れることになります。

　この、中教審答申の根拠は滋賀や大阪の教委のいじめ自殺

への対応の遅さと責任の不明確さだとしています。しかし、

本来は機動的に対応のできる教育委員会の活性化を進めるべ

きなのですが、その議論なく、「校長自死を日の丸・君が代法

制化のてこに使った」やり方と同じく、「教育委員会を首長の

付属機関」にするためにいじめ自殺が利用されたのです。今

の教育委員がお飾りだというなら、教育委員の権限と責任を

奪えば、一層首長の政策づくりのお飾りになってしまうのは

明らかです。

３　教科書検定制度改悪
　11 月 15 日下村文科大臣は記者会見で 2014 年度の検定申請

のために進められている中学校用教科書から「教科書改革実

行プラン」を適用すると発表しました。11 月 22 日には教科

用図書検定調査審議会が開かれ、今後検定基準の「改正」を

正式に決定すると見られます。

　このプランは教育再生機構（育鵬社教科書執筆者）の八木

秀次などの要求をそのまま盛り込んでいる、自民党教育再生

実行本部・教科書検定のあり方特別部会の提言そのままです。

プランの内容は次の通りのものです。

（１）「特定事項の見解（南京虐殺、慰安婦問題など）を特別

に強調しないで、バランスのとれた記述にするための条項を

新設・改正する」　その意図は「日本の侵略戦争・加害・植民

地支配などは『自虐的で偏向』しているので書かせない。し

かし、これらを正当化したり美化する記述は推奨する」とい

う危険な基準です。

（２）「『領土問題』や『慰安婦問題』などについては政府見解

や確定した判例を書かせる条項を新設する」　その意図は「歴

史認識だけでなく、原発・ジェンダー・家庭科・国語の教材

などでも政府の考えと異なるものを排除する」危険な基準で

す。

（３）「教育基本法の目標に合致しないものは検定不合格とす

る」



　教科書全体として「自虐的・偏向などの重大な欠陥があると

判断すれば個々の内容の審査はせずに不合格にできる」ことで、

暗に教科書出版社の自主規制を強制する危険な基準です。

　

　プランでは検定基準の「近隣諸国条項」の変更には触れてい

ませんが、（１）～（３）のような近隣諸国条項に反する基準

を作ることで事実上骨抜きにすることができます。この基準が

できれば、実教出版日本史教科書を「教育委員会の考えと異な

る」として採択妨害をした東京、大阪、横浜などの教育委員会

と同じ手法が検定で使われることになるので、教科書出版社は

不合格を恐れて萎縮し、自己規制をする恐れが十分あります。

４　教科書採択制度改悪
　これまで文科省は「採択権は教委にある」としていたにもか

かわらず、下村文科大臣は「法の整合性を図る」として、「採

択権は教委にある」とする「地方教育行政法」よりも、「広域採択」

をすすめる「教科書無償措置法」を優先させる方針を進めてい

ます。これは育鵬社を採択した与那国町と石垣市が「正当」で、

竹富町を「違法」だと根拠づけるためです。この法整備改悪を

行った上で、「つくる会系」を支持する首長と教育長が教育行

政を行うことになれば、その採択区では容易に「つくる会系」

が採択されるという事態が全国で頻発する恐れがあります。

５　国家主義・愛国心を注入する「道徳」の強制
    いじめ問題をてこに教育委員会制度を改悪するのと同じやり

方で、自民党・安倍政権はいじめ問題をてこにして道徳の教科

化を強引に進めています。11 月 11 日、下村文科大臣の私的諮

問機関「道徳教育の充実に関する懇談会」は次の報告案をまと

めました。

（１） 道徳を 2015 年から「特別の教科」として正規の教科にする。

（２）数値評価はせず、記述式で評価する。

（３）学級担任が授業をする。

（４）検定教科書を作成する。教科書ができるまでは『心のノー

ト』を活用する。　いじめ問題以前から、自民党はなぜ道徳に

こだわり、なぜ第 1 次安倍政権では教育基本法第二条「教育の

目標」に「愛国心」「道徳心」など 20 もの徳目を定めたのでしょ

うか？それは戦後民主主義教育を否定して国家主義愛国心を涵

養し、国のために働き、国益のために血を流すことのできる思

想を持つ国民を育てるためです。極右団体・日本会議が要求し

て文科省が作成した『心のノート』の最後は愛国心の涵養が結

論になっています。子どもに国家が求める価値観を刷り込み、

国家を愛せよと教える偏った教育は、教基法第１条（教育の目

的） 「人格の完成を目指し、平和で民主的な国家及び社会の形成

者」に反する国家主義の暴

走教育だと言わざるを得ま

せん。

６　「安倍教育再生」の
　暴走を止めるために
　子ども・教職員・学校・

教育制度を国家統制して、

憲法改悪・海外派兵推進・

原発推進・安保体制強化・

沖縄軍事基地強化・慰安婦

問題否定・ジェンダーバッ

シング等を進めようとする

「安倍教育再生」の暴走を市

民の力で阻止しましょう。

? ?

?

「教育制度や施策の見直し方向」
（2013 年 12 月 16 日東京新聞）

小中学生の心のノート表紙



「国際原子力ロビーの犯罪 -- チェルノブイリから福島へ」
　　　　コリン・コバヤシさんの講演から

（第九条の会ヒロシマ事務局）

国際原子力ロビーとは
　ロビーとは、各業界が集まって業界の権益を守るために行政・

政治レベルに対して圧力をかけ、自分たちの主張をよりよく通す

ためにさまざまな方策や働きかけを行う組織全体を指す。「国際

原子力ロビー」とは原子力業界の国際的な圧力団体のことである。

IAEA という国際原子力機関は、原子力の推進と、安保理事会の

５カ国以外の国が核兵器を持たないように原子力を管理する役割

を負いつつ、原子力の平和的な推進、つまり原発を作ったり、放

射線を使うさまざまな医療関係の分野を発展させることによっ

て、世界のエネルギー問題を解消し、さまざまなレベルで人間の

幸福、健康について寄与していくような方向にしようということ

で作られたがあくまでも建前だった。

国際原子力ロビーの構成組織
　国際原子力ロビーは IAEA が中心で、そのそばに ICRP という

放射線防護の国際委員会がある。これは民間団体であり、1930

年代以降、放射線防護の専門家が集まって、放射線防護について

研究してきた。また放射線防護に関する国連科学委員会

UNSCEAR というのもある。この三組織が国際組織として強い結

びつきを持って、非常に巨大な原子力の世界的な管理・支配が行

われている。

　第二次世界大戦が終った後 1953 年に、アイゼンハワー米大統

領が、” Atoms for Peace” という国連総会演説を行った。ソ連と

の核戦争が起こるという前提の下に、1950 年代はさまざまな核

実験が繰り返され、自国の兵士がモルモットのように使われ、核

戦争が起こる準備をやった。その最中に、米国は自国の原子力政

策、核戦略を自分たちの意のままに進めソ連に対して優位に立つ

ことができるように、IAEA という組織を作り、非核保有国に核

武装をさせない準備をしつつ、自らの原子力政策推進の枠組みを

作る事を目指した。つまり IAEA は、あくまでも米国の政治的な

意思の枠組みの中で作られた組織であった。

IAEA とWHO
　その意味で IAEA の問題というのは、究極的には国連の民主的

なあり方そのものを問う事にもなる。IAEA は、安全保障理事会

に直結する組織で、経済社会理事会の中の世界保健機関 WHO の

立場と政治的にたての関係にあり、IAEA は政治的に強い立場に

立つ。IAEA と WHO の間で 1959 年に非常に隠微な従属関係を設

定する覚書（WHO12-40）が取り交わされている。IAEA と WHO

の従属関係の中では、WHO は自分たちで独自の活動を原子力分

野においては出来ない。それで５年の間チェルノブイリへ行く事

ができなかった。つまり WHO の憲章に書かれている国際機関と

して人々の健康を高いレベルに持っていくことを目指した機関本

来の任務を、原子力分野においてはフリーハンドでできない。

フクシマでの IAEA のねらい
　今日 IAEA が福島に来てやろうとしていることが事実の改竄・

隠蔽・過小評価であり、彼らが過去にチェルノブイリでやってき

たことをもう一度繰り返して福島でもやろうとしていることが非

常に問題なのである。原発の苛酷事故が起こった場合に現れるさ

まざまな健康に対する影響を過小評価して、基本的には 100 ミ

リシーベルト以下なら問題ない、腫瘍性の病気は起こらない、と

いうのが一般的に知られている IAEA と UNSCEAR と ICRP の立場

だ。しかし、ICRP の学術的な立場は、放射線の影響は閾値がない、

というものだ。それなのに「100 ミリシーベルト以下なら大丈夫」

というふうに、二重スタンダードの表現をしている。山下俊一教

授がどんなに日本のメディアや市民運動から笑われ、批判されて

も、平気で堂々とこう言う事ができるのは、こうした国際機関の

あらゆる専門家たちの言説と一致しているからなのだ。

IAEA の犯罪的な二つのプロジェクト
　IAEA の国際的な犯罪だと私が考える理由は、IAEA が行った二

つのプロジェクト、チェルノブイリ・プロジェクトとチェルノブ

イリ・フォーラムの内容に大きな疑問があるからである。チェル

ノブイリ事故が起こった時、崩壊直前のソ連邦の経済は苦境にあ

り、住民を汚染地域から避難させる費用を国が出すとソ連邦の経

済が成り立たないという危惧から、当時のロシアの御用学者、レ

オニード・イリーンはできるだけチェルノブイリの事故の影響を

矮小化し、過小評価することによって、ソビエト連邦の崩壊を食

い止めようとした。その意思を受け継いだ IAEA が 1990 年から

91 年に、チェルノブイリ・プロジェクトを打ち上げ、そこに世

界から 200 名の科学者を連れてきて諮問委員会を作り、その委

員長に命ぜられたのが、有名な重松逸造氏だった。

　彼は広島・長崎の原爆傷害調査委員会 ABCC を前身とする放影

研の責任者となった。広島・長崎の被爆研究の専門家が任命され

たことによって、国際的な評価・信頼を勝ち取ることが目指され

たが、現実的には影響評価の矮小化、過小評価につながった。例

えば、子どもたちや病気になった人たちに対して、腫瘍性のがん

になった者はやむなく認めたが、それ以外の病気については因果

関係が科学的に確証できないとして否定した。報告の内容はひど

いもので、ウクライナやベラルーシの政府、科学者、現地の住民

を診てきた医者たちからの批判も多くあり、重松氏の評判は現地

では非常に悪くなった。チェルノブイリ・プロジェクトの評価報

告の箔をつける意味で、真実を覆い隠すために広島・長崎の研究

者が利用されたのだ。

　その後 2003 年から 2006 年にチェルノブイリ・フォーラムを

行った。これには長滝重信、山下俊一らが参加、2005 年 9 月の

ウィーン会議で、事故当時の死亡者は 28 人、放射線による死亡

は４千人と発表、チェルノブイリの被曝線量では遺伝的影響は起



こりえないと報告書に書いた。

　国際原子力ロビーの相関図の真ん中に IAEA がある。これに相

当する日本の国内組織は日本原子力研究開発機構（原子力の推進

機関）で、本来原発を推進する組織であり、ICRP は市民の健康

を維持するための国際的な基準を決める組織である。また

UNSCEAR( 放射線防護に関する国連科学委員会 ) は、本来は放射

線防護の国際基準の設定を可能にするために、世界中の英文で書

かれ査読された科学雑誌に載っている論文のみを集積・査読し、

ICRP がこれらを精読・研究して国際的な基準を作っていく。利

益が相反する団体の国際的に重要な位置にあるメンバーとして、

たらいまわしに委員の場所が入れ替わったり重複したりしている。

ベラルーシのエートス・プロジェクト
　この IAEA の、チェルノブイリ事故で大きなシンポジウムが開

かれた結果の報告書が、国連の名の下に認定されており、この報

告書を否定する事は非常に難しい。この二つのプロジェクトに対

して、世界銀行あるいは日本財団は、笹川記念保健協力財団を通

じて莫大な寄付を行っている。日本財団は福島で最近行われた福

島国際専門家会議、放射線健康リスク管理国際学術会議、この二

つにも莫大な寄付を行っている。フランス政府のもとには、

IRSN フランス放射線防護安全研究所があるが、2000 名を抱える

機関で、その下に CEA フランス原子力庁、それから EDF、その

下にアレバ社がある。この４つの組織がお金を出してつくった

NPO 機関が放射線防護評価研究所 CEPN で、この組織の代表者

がジャック・ロシャールという人だ。彼と T. シュネイデールは、

2011年から福島に毎月のように来ている。この人たちがベラルー

シで、エートス・プロジェクト１と２、その後サージという三つ

の計画を行った。1996 年～ 98 年にエートス１、それから 1999

～ 2001 年にエートス２。これは原子力推進側から来た人間たち

が汚染地帯に暮らしている住民に、放射線防護のノウハウを教え、

放射線防護がいつの間にか自己責任に転嫁され、最後は自然災害

のように諦めざるを得ず、その中で楽しく生きていくコツを身に

付けさせられる。結果的に汚染地帯に長期に暮らす事を受入れて

しまう、という倒錯したプロジェクトである。

　CEPN は原子力政策を国策でやっているフランスの原子力ロ

ビー、つまりフランス原子力庁やフランス電力アレバ社の利益を

代表し、これを一般に啓蒙する組織である。この彼らがやったエー

トス・プロジェクト、サージ・プロジェクトというのは、欧州連

合や、フランスの原子力ロビーから莫大なお金をもらっている。

しかし、働いている人は 10 数名しかいない。CEPN はフランス

の原子力庁の中に事務所を持っている。

　ジャック・ロシャールは、日本では CEPN の会長としては紹介さ

れずに、NHK のニュースでも、ICRP の代表委員長という肩書きで

紹介され、福島ダイアログ・セミナーを開催している。このセミナー

は、まさにベラルーシで行われたエートス・プロジェクトの再現だ。

避難の権利を認めよ
　現在福島で進行しつつあるのは、放射能汚染の影響の実態を

しっかりつかんで、予防原則を導入しながら、住民の命や健康を

守るということではなくて、最初から住民はここに留まるものと

して、その過程を考える。留まる事から出発して、最良の状況に

住民を持っていけるように助けよう、というプロジェクトである。

避難の権利が認められていない状況の中で、何が危険で、何をし

なければいけないのかという事自体すでに消去されている。福島

在住の 200 万人近い人々の状況そのものを固定化して、選択の

余地がない状況のなかで、この道は取らない方がいいとか、あの

道を取った方がいいとか、行かない方がいいとか、家庭菜園で食

べるものはどういう風にして食べた方がよいとかアドバイスをし

てきた。そして家庭の暖炉から出た灰は自分の菜園に捨てたり、

庭に捨ててはいけない、集めて特定の場所に処分したほうがいい、

といった日常茶飯事の行為のなかで可能なアドバイスを行う。こ

れは表面的には正しい、皆が納得してしまうものだが、今日の状

況から見ると、今一番しなければいけないことは、避難の権利を

認めることである。そして子どもたちを汚染された地域からでき

るだけ逃がし、移動させることだ。ベラルーシの場合、子どもた

ちの 80％が病気であるが、チェルノブイリの事故が起こる前は、

逆だった。多くて 20％の子どもたちが病気で、80％から 90％の

子どもたちは健康であった。それが逆転して、今もその状態が続

いている。その意味でも、放射能は非常に大きな悪影響を及ぼし

ている。

　ベラルーシでのエートス・プロジェクト責任者のジャック・ロ

シャール、ティエリー・シュネイデールらが、今回福島に来ている。

そして同じ方法で、同じ事をやろうとしている。エートス・プロジェ

クトが福島でも行われるようになって、その流れの中で、福島の

「エートス」という得体の知れない自称市民団体が立ち上がって

ICRPを宣伝している。避難の権利ということをまったく語らずに、

そこに住んでいることのみを語っている。ABCC と同様、このプ

ロジェクトの中には医療プロジェクトがまったくない。ベラルー

シでも同じで、子どもたちが病気になる一方であるにもかかわら

ず、医療プロジェクトが無い。ただ住民たちに低線量被曝はそん

なに問題ではないから、とにかく被曝しないようにするためのノ

ウハウを身につけて暮らしていけば楽しくくらせる、と説く。

フクシマ・ダイアログ・セミナー
　たとえば、福島大学は事故が起こってから一ヶ月後にフクシマ・

イツクシマ未来支援センターというのを作って、避難することよ

りも、復興ということを言う。そこにとにかく居着いて復興。そ

こに誰もいなくなったら復興できないので、皆がそこに居続ける

のを前提に、復興のためのさまざまなアイディアやプロジェクト

を立てた。2011 年 4月から、こうした計画が始まった。

　福島ダイアログ・セミナーがエートス・プロジェクト以上に深

刻だと思うのは、多分、国際原子力ロビーの脇の作戦だ。メイン
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の作戦は、IAEA が外務省、福島県、福島医科大学と結んだ六つ

の覚書で、昨年の IAEA の閣僚会議のときに取り交わされた計画

だ。つまり、IAEA が完全に福島支配を始めるということである。

　実際に福島に三つの拠点を作り、そこで測量、モニタリング、

そして除染の活動、また福島医科大学とは福島の住民の健康管理

調査を行う。しかし先ほど話した IAEA と WHO の覚書の中にあ

る第三条の１に当たる同じような条項が、六つの覚書の中に含ま

れている。つまり IAEA と契約したそれぞれの地域の自治体なり

外務省が不都合だと判断する情報はすべて隠匿される。要するに、

健康管理といっても、それはおそらくすべて危ない情報は流さな

いということになってくるのではないか。

排除される内部被曝問題
この計画が始まれば、真実は明かされなくなるだろうし、またあ

らゆる評価の基準が、チェルノブイリでやられたような形で、内

部被曝問題はほとんど排除されてしまう。今日、すでに内部被曝

問題を排除しようとするキャンペーンがいくつか行われている。

たとえば、福島の市民測定所のデータを利用しつつ、ホールボディ

カウンターの値が低いから、今心配すべきは外部被曝であって内

部被曝ではないという。あるいは、南相馬の病院に入れられてい

る東大出身の若い医者もホールボディカウンターを導入して、毎

日患者を調べているが、彼も同じようにホールボディカウンター

の値が低いからおそらく皆さん大丈夫ですよ、というキャンペー

ンを張っている。こうして、内部被曝問題を隠蔽しようとする。

ホールボディカウンターでは、ガンマー線のレベルしか分からな

い。ベータ線の線量についてはホールボディカウンターでは捉え

る事ができない。ストロンチウム 90 は骨に蓄積する放射線核種

である。トリチウムは水に溶けていつの間にか身体に集積して、

内部被曝の恐ろしい病気が発生する前段階だが、当然これらのβ

線の体内での活動は人間の細かい細胞を傷つけるが故に、とりわ

け遺伝子に対して大きな影響を与え、この遺伝子の影響は、新た

に世代が交代するに従ってその悪影響はどんどん強くなる。最初

に受けた子どもたち、またその子どもたちの方がさらに遺伝子の

悪影響を受ける。これはすでに学術的にも遺伝子の世界的な学者

が皆言っている。WHO でも、1957 年に発表された報告書で、

世界中のトップの遺伝子学者たちが、放射能の影響は避けられな

い、原子力を使う限り放射能の遺伝子に対する影響は避けられな

いから、非常に注意した判断が必要だ、と報告書で述べている。

しかし、その報告書は握りつぶされた。

　IAEA と福島県、福島医科大学と外務省との取り決めは放射線

モニタリングと除染である。福島医科大学との取り決めは、「人

の健康の分野における協力、健康管理調査、医療能力開発・研究、

啓発の強化ならびに専門家による支援および情報の交換」となっ

ていて、福島医科大学のホームページによれば、300 億円の予算

を持った新しい先端医療科学センターというのが今後立ち上がる

が、そのプロジェクトも内部被曝問題を研究する分野が一つもな

い。放射線医療に関する部門もない。

　外務省との取り決めでは、「IAEA の放射線モニタリング及び環

境サンプリング機材の調達、福島県内の適切な施設における

IAEA の当該機材の保管、必要な場合には IAEA の機材を用いて地

方・国および国際的な専門家のための緊急事態の準備、及び対応

の分野における地域及び国内の研修、ワークショップ及び訓練の

実施」と言っている。また、「アジア太平洋地域での原子力また

は放射線の緊急事態の場合における関係する IAEA 加盟国の要請

に基づく国際的支援のための IAEA の当該機材の活用」と言うが、

要するに福島県に今後苛酷事故が起こった場合の拠点を作る。そ

こからたとえば韓国や中国などに第２の原発事故が起こったとき

にすぐ飛んで行って調査し、事故後の管理を行う、ということに

なってくる。そうなると本当に IAEA の緊急対応基地が福島にで

きる。これはまさに IAEA によるアジア支配の始まりである、と

私は思う。

国際原子力ロビーの活動を阻止するために
　今までお話ししたような国際原子力ロビーの活動を阻止するた

めには、国連諸機関の原子力分野に関する民主化が行われなけれ

ばならない。利益が相反する重要ポストのたらい回しのようなこ

とが平気で行われるようなことは絶対避けなければいけない。国

連科学委員会も推進派に癒着した科学者ばかり集めて委員会を作

るのではなく、多元的な価値観を持った科学者たちを集めるべき

である。

　日本政府の周りにある二つのワーキンググループは、内閣府に

作られた内部被曝問題専門家ワーキンググループと、首相官邸に

設けられた原子力災害専門家グループ、この二つの専門家グルー

プが福島原発の事故が起こった直後から政府の中枢に対してアド

バイスをしてきた。この人たちは菅直人政権のときも、安倍政権

でもまったく同じメンバーである。とりわけ内部被曝問題専門家

のワーキンググループのメンバーはほとんど内部被曝を否定する

人たちだ。非常に矛盾した状況に対して日本弁護士連合会は早く

からこのグループの任命のあり方はおかしいと、抗議声明を出し

ているが、ラジオやテレビはこのことをほとんど取り上げず、一

般的にはほとんど知られていないのが現状である。

　科学のなかでも原子力、とりわけ放射能の影響については、多

くが科学的に解明できていない。科学を使ってもっと研究を深め

ていって、現実に起こっている事態を理解するのではなく、科学

を限定的なものとしてとらえて、そこから導きだせる事項のみを

最終的に国際的に合意できる内容として打ち出そうとしているの

が推進派である。

今日腫瘍性の病気以外にも心臓疾患や白内障や内分泌系の病気な

ど、さまざまな病気が起こっている。各部位に蓄積した放射能の

レベルと心電図の結果、病気の種類を比較検討していくことに



よって心臓筋萎縮症という病気がセシウム 137 によってもたら

されるという事が診断できるのだ。実際に心臓病で亡くなってい

る人はすでにかなりいる。また、心臓欠陥を持った子どもたちも

かなり生まれているという状況を、多元的に、医学的に、科学的

に研究していくような道筋をこれから立てる必要がある。放射性

の影響そのものは、単に甲状腺癌の問題としか捉えられず、また

それもなかなか認めようとしない状況がある。いま 43 人の甲状

腺癌の疑いがある子どもたちがいる、と言われているが、しかし

責任者は福島の放射能の影響はありえない、と言っている。この

ような現実があるなかで、やはり多元的な医療の研究の深化とい

うことが当然行われなければいけないし、ICRP の国際支援とい

う唯一のモデルをもう一度批判的に捉え直していく必要があるだ

ろう。

　最後には、やはりこういった分からない部分、さまざまな症状

が現れている状況の中で、予防原則を徹底的に導入したあり方が、

避難の権利の確立に当たるであろうし、今日もたらされている福

島の住民の苦渋の状況からの脱却になるのではないかと私は思

う。

チェルノブイリ事故収束作業の映像から
　今日、チェルノブイリの収束作業に参加した人たちは 80 万と

言われているが、80 万人の 10％以上が 10 年以内に亡くなって

おり、今日では 43％の方がすでに亡くなっている。もちろん国

際原子力ロビーは、それとチェルノブイリ事故の因果関係はな

かったと主張するに違いない。石棺と言われている所でセメント

を燃えた象の足のようになった原子炉の地下の部分に流し込む作

業に従事する兵士たちが 80 万人いれば２週間でこの事故を収束

する事ができる。２週間これをやってくれたおかげで、ヨーロッ

パは大きな被曝から逃れることが出来た。その代わり、すごい数

の犠牲者が出てしまった。この事実が本当に国際的にそれこそ合

意を得て公表されたなら、多分いま原子力は止まっていたと思う。

この事実がいつも明らかにされないから推進派によっていくらで

も推進されてしまうのである。

  　　　2013 年 10 月 21 日広島平和記念資料館

あけましておめでとうございます。

昨年は色々お世話になりました。闘いは長く、人生は

短いですが、もう一踏ん張りして、今年は国際原子力

マフィアの批判を強めて行かねばと思っ てい ます。

本年もよろしくお願いいたします。  コリン

1
月
1
日
付
東
京
新
聞

この講演録は当会事務局の責任で要約したも
のです。文責はすべて当会事務局にあります。

コリン・コバヤシさんから



　バリ島（インドネシア）で開催される WTO（世界貿易機関）

僚会議に合わせた対抗行動に、12 月 3 日から 6 日まで参加して

きました。TPP の親玉ともいえるWTOの状況を含め報告します。

WTO閣僚会議とは
　端的に言えば、WTO は大企業主導の自由貿易を推進するため

の国際機関である。WTO では、2001 年に合意されたドーハ・ラ

ウンド（新多角的貿易交渉）の内容交渉が現在まで継続され、政

治決着をするために 2年毎に閣僚会議が開催されてきた。

　WTOは、世界中で、投資の自由、資本移動の自由、あるいは商品・

サービス貿易の自由の障壁となるものを撤廃させ、自由競争に任

せた貿易を目指している。1999 年シアトル（米国）で開催され

た第 3 回閣僚会議は、世界中から集まった約 7 万人の労働者、

農民、NGO などが会議場内のみならず、街頭で大規模な抗議行

動を展開。会議に参加した途上国側の代表団は、会議場外の抗議

行動を背景に先進国側の圧力に屈しなかった。会議は最終的に流

会となり、“世界市民” の行動が契機となって重要な国際会議を

流会にさせた歴史的事件となった。

世界市民の抗議は続く
　シアトルでの街頭抗議行動に懲りた先進国側は、2001 年第 4回

閣僚会議を海外からの抗議者の渡航が困難な中東のドーハ（カ

タール）で開いた。そして「新多角的貿易交渉(ドーハ・ラウンド)」

という貿易取り決め作成にこぎつけた。

　2003 年の第 5 回閣僚会議（メキシコのカンクン）には、交通

の便が悪いにもかかわらず世界中から数千人が集まり抗議行動を

展開した。この時の抗議行動で韓国の農民活動家リ・キョンヘ氏

が「WTO は農業を殺す！」と抗議の自殺を図り、世界にアピー

ルした。この閣僚会議も実質的には途上国側が妥協せず決裂・流

会した。大規模な抗議行動は継続され、2005 年の第 6 回閣僚会

議（香港）には、アジアを中心に世界中から約 1万人が集まり抗

議行動を展開。私はこの時初めて韓国グループのパワフルな行動

を見て感動した。

2 国間・地域間協定にシフト
　先進国は、このような抗議行動で合意形成が難航する WTO の

状況を踏まえ、交渉しやすい、2国間あるいは地域間の自由貿易

協定締結に方針転換し始めた。TPP もその一つ。WTO は全会一

致が基本原則なので、抵抗する途上国があれば合意が難航する。

これまでの経済関連の会議では、先進国が圧力をかければ途上国

は屈服する構図だったが、途上国・新興国が力をつけ国際世論を

バックに安易に妥協しなくなったのだ。

　こうして、2001 年にスタートした「ドーハ・ラウンド」は、

実質合意を得られず長年迷走を続け、特に米国が WTO 交渉を重

視しなくなり、崩壊の危機にあった。そして、2013 年 9月からは、

WTOを取り仕切る事務局長が中南米初のロベルト・アゼべド（ブ

ラジル）に変わった。

バリ閣僚会議で何とか 3分野合意
　そんな中、12 月 3 日から 6 日までインドネシアのバリ島で閣

僚会議が開かれた。閣僚会議に向けた 11 月の一般理事会では合

意が得られておらず、事前の予測では、8 分野のうち 3 分野の部

分合意すら困難と見なされていた。会議では、インド代表が安易

な妥協を拒否し、インドの農民グループが会議場に侵入するなど

のハプニングもあったようだ。しかし、最終的に会期を 1日延長

して、辛うじて妥協が成立し、12 年間で初の合意を得た。

　部分合意したのは、①貿易円滑化のため税関手続きの障害をな

くす、②途上国の農産物備蓄に対する補助金規制を緩和する、③後

発開発途上国向けの優遇措置を設ける、の 3分野。実際、鋭い対

立があったが、②について恒久措置までの特例を認めることで何

とか妥協したようだ。

＝WTO閣僚会議対抗行動の概要＝
期間：2013 年 12 月 2日～ 6日

メインスローガン：「自然や人々の生活を破壊する WTO や自由

貿易協定は止めよ」

内容：セミナーや討論会（郊外の体育館を貸切使用）、デモ行進

主催者：インドネシアの社会運動団体「ゲラク・ラワン」と「も

う一つのアジアをめざす社会運動」（SMAA）

参加者：数千人？

出身国：インドネシア、韓国、台湾、日本、タイ、フィリピン、マレー

シア、カンボジア、ラオス、インド、バングラデシュ、ブラジル、

渡田正弘（グローバリゼーションを問う広島ネットワーク）

ＷＴＯ閣僚会議（バリ島）への対抗行動参加報告

農民グループのバナー 民衆法廷で農業の現状を訴える



ジンバブエ、ドイツ、フランス、ベルギー、カナダ、米国など。

（特徴）

・ビア・カンペシーナ（世界的農民運動ネットワーク）メンバー

の参加が多い。

・アジアからの参加者がほとんど。

・カンボジアからの若いグループがやたら元気がよく、びっくり

した。大きな時代の変化を感じた。

・日本からは、農民連（農民運動全国連）から 6名と私たちアタッ

クからの 3名だろう。

・デモ行進では、韓国グループのパフォーマンスが目立っていた。

警察の警備陣は全然きびしくなかった。

（セミナーなどでの主な報告内容）
①韓国では、韓米 FTA で関税が少し下げられ、牛肉の輸入が

40％増え、農家への大きな打撃になっているとのこと。

②インドの農民組合メンバーが「WTO、お前は 29300 人のイン

ド農民を殺した！」と書かれたメッセージを掲げ、会場にい

る全員が、グローバリゼーションによる農業破壊の影響で死

に追い込まれたインド農民を追悼して黙とうした。「我々は公

正のための闘いをやめないぞ！」「WTO はやめろ！」などのス

ローガンが大きな声で叫ばれた。

③インドネシアの農民組合リーダーは「現在の経済システムが、

人間と自然との関係を破壊して、人々を貧困に追い込んでいる。

WTO の下で、インド、ヨーロッパ､ブラジルの農民がお互いに

競争させられている。新しい経済の仕組みが必要」と訴えた。

④今年 6月にビア・カンペシーナに加盟を認められた台湾郷農連

盟の曽啓尚さんは、「台湾農民が消費者と密接に結びあうため

に農民市場を開設した」と報告した。

⑤地元バリ島の代表は「バリ島では、人々相互の関係、人々と自

然環境との関係を大事にしてきた。今日､バリ島の経済は観光

が中心となっているが、住民は沈黙を強いられており、幸福

につながっていない」と訴えた。

⑥「インドネシアでは、政府と結びついた多国籍企業によって、

パーム油プランテーションを作るための農民からの土地取上

げが横行している」とのこと。

⑦タイの NGO からは「多国籍企業をコントロールし、軍事費を

削減するために、民衆の側の新たな国際的組織が求められて

いる」と発言があった。

～個人的参加日誌～
■（到着日：12 月 2日）

　朝 11 時、大阪の関西空港からガルーダ航空のバリ島（デンパ

サール空港）への直行便に乗る。ビザは機内で入国審査官から簡

単取得できるので便利（ただし、関空と成田発のガルーダ航空便

のみ）。2004 年からビザ取得が義務付けられた。往復運賃は約 7

万 6 千円。空港到着後、ルピアに両替（1 円 =113 ルピア）し、

タクシーで主催者が手配してくれたホテルへ。街には公共交通機

関がないのでバイクがやたら多く、狭い道は大渋滞。ホテルは海

岸が近いスミニャック地区の中級ホテル。周りの商店街は、世界

的な観光島だけあって、コンビニなどもあり便利。気候は思った

ほど暑くはなく過ごしやすい。

■（2日目：12 月 3日）

　メイン行事であるデモ行進が 10 時から 14 時まで、広い公園

を周回するルートで行われた。閣僚会議が行われている場所から

は遠く離れているので警察の警備ものんびりしていた。暑かった

が気持ちよく歩けた。韓国の農民グループのおばちゃんたちがパ

ワフルで、太鼓と踊りで盛んにアピールしていた。

■（3日目：12 月 4日）

　民衆法廷で、各国からいろいろなスピーカーが農業問題と移住

労働者問題の現状を報告し、質疑応答も。裁判長役は、ビア・カ

ンペシーナの代表を務めるジンバブエの女性。各国の状況は違え

ども、WTO をはじめとするシステムが地球規模で農民や移住労

働者の生活権を奪っている現状を共有した。

■（最終目：12 月 5日）

　体育館外のテントで自由貿易問題のセミナーに参加。マレーシ

アの活動家は TPP を鋭く批判、自由貿易研究者のベルギー人が

全体的分析を、フィリピンの活動家や日本農民連からは、農業が

打撃を受ける実態の報告、などがあった。それに対し、カンボジ

アの活動家が熱心に質問していたのが印象的。

　さて、バリ島では商店街でも民家でも、建物の前の道路（入口）

に必ずお供え物（小さな草花野菜？）がしてある。敷地内に簡単

な石灯篭？がある家も多く、灯篭にもお供えがしてある。島にも

ともとあった自然信仰がルーツかも？　人々の生活は、伝統的な

スタイルを維持し、毎日神々を敬うことを忘れないとか。

シャトルバスでホテルへ帰る途中、ホテル近くのメイン道路が寺

院前での宗教儀式参加者で埋め尽くされ通行止め。途中下車し、

歩いて帰った。インドネシアでは基本的なマナーとして「怒るこ

ととプライドを傷つけることは何よりも悪い」と考えられている

そうだ。う～ん、怒らず穏やかに～穏やかに～。

バイクが走り回る街

カンボジアのグループ



松山に全国から 8,000 人が結集　
　12 月１日（日）愛媛県松山市内で「NO　NUKES えひめ」（伊

方原発再稼動を許さない！　主催は「伊方原発をとめる会」）が

開催され、四国全域の脱（反）原発団体や個人を始めとして、全

国各地から 8,000 人の市民が参加されました。

　ご存知のように四国電力伊方原発は３０年以内の南海地震襲来

が確実視されているにも関わらず、原子力規制委員会の審査によ

る「再稼動第１号」の候補として挙げられています。また瀬戸内

海側の沖合い６Km には中央構造線活断層帯も走り、極めて危険

な原発として注視されているものです。

　集会は午前・午後にかけ第１部と第２部に分けて開催され、全

国各地で原発再稼動反対・廃炉を求めて闘っている様々なグルー

プ・個人からの発言が相次ぎました。毎週金曜日の官邸前行動を

牽引しているミサオ・レッドウルフさんや広瀬　隆さん、参議院

議員の山本　太郎さん、参院選でおしくも当選は果たせなかった

ものの３７万票を獲得した三宅　洋平さんらは、力強く、また軽

妙に、「こうした市民の結集を重ねることで、必ず再稼動阻止も

廃炉も実現できる」、「全国各地で、どんどん脱（反）原発の候補

を立てて選挙にチャレンジし、金で命を買えると思っている推進

勢力の足元を掘り崩してやろう。今なら確実に大きな反応が得ら

れる」と檄を飛ばされました。

　午後の第２部はあいにくの雨の中での開催でしたが、降りしき

る雨を、「固めの水です！」と元宇宙飛行士の秋山さんが笑い飛

ばしてくれました。集会終了後、参加者は南北２つのコースに分

かれて松山市内をデモ。原発の立地地元「八幡浜・原発から子ど

もを守る女たちの会」の斎間さんは、「４０年反対運動をして来て、

こんなに大勢の方が集まってくださったのは初めて・・」と感無

量の様子でした。

    

電力会社を包囲する陣形を
　すでに四国電力は地元八幡浜町長や議会を補助金漬けで懐柔

し、維新の会橋下の盟友を気取る中村時広知事を抱きこんで、「立

地自治体の理解も進んでいる」と規制委員会へ報告。１２．１集

会は、こうした再稼動に向けた動きを揺さぶる大きなインパクト

になったことは間違いないでしょう。

　四国では高知県の２５市町村を始めとして、３４の自治体が「伊

方原発再稼動に反対」の議会意見書を挙げています（四国全自治

体の三分の一）。周辺自治体からも西予市長が「脱原発を目指す

首長会議」に参加されていますし、１２．１集会後のデモ？には

宇和島市長も加わられました。３０ Km～５０ Km 圏内に位置す

る多くの自治体も原発を安易に容認する安全協定を締結するので

はなく、再稼働において「慎重対応」を求めています。四国電力

を包囲する体制はジワリと形成されつつあるといえるでしょう。

市民の「あと一押し、ふた押し！」の取り組みが求められています。

200 人以上の参加で「広島グループ」として共同行動
　12.1 当日、広島県からも多くの方が駆けつけました。広島市

周辺からは「さよなら原発ヒロシマの会」と国労広島の方々を中

心として８０名以上、東部地域からは「フクシマから考える一歩

の会」が仕立てた大型バスほかで、福山・府中・三次・三原周辺

の７０人以上が参加され、「広島グループ」として１９０人で共

同しての集会参加を行ないました。次の日に企画されている伊方

現地から風船を飛ばすプロジェクトに参加するために集会・デモ

に間に合わなかった方々や、四国や全国各地のグループと行動さ

れていた方々も居られたようでしたので、県内参加者は２００名

を越えていると思われます。長く反原発運動に取り組んで来られ

た木原省治さん（「原発はごめんだ！ヒロシマ市民の会」代表）も、

「広島の運動として、県外でこうしてまとまった形で参加できた

のは初めて・・・」とコメントされましたが、電産中国労組（中

国電力の中で原発建設に反対し、建設予定地の住民・市民運動と

一緒に闘っていた　－　総評解散～連合結成に伴って、電力労連

に強制的に吸収された）が中軸となって、中国地方を転戦して以

来のことでしょうか。

　もっと言えば、上関原発建設運動のなかで三桁単位の（広島か

らの）参加は労働組合を中心に過去何度かありますが、「四国・

伊方原発」の問題を「自身の問題」として捉えて、広島の市民が

大挙して参加したことは特筆されるでしょう。

とても元気な県東部の脱（反）原発グループ
　　　おだやかにシェアしあう関係を
　ここで紙面をお借りして広島県東部地域の脱原発運動の取り組

みを簡単に紹介させて頂きます。中軸になっているのは今回の１

２．１えひめ集会や、「中国電力による4,800万円損害賠償裁判（ス

ラップ裁判）」に、今年６次に亘って傍聴バス・ツアーを企画さ

「12.1 NO  NUKES えひめ」報告＆広島県東部の脱原発運動
上羽場隆弘（九条の会・三原）

四国から、全国から 8000 人が集まった



れた「フクシマから考える一歩の会」（尾道市）の皆さん。３．

１１福島原発事故直後から従来の「活動家グループ」による取り

組みの範囲を大きく越え、保守系市会議員や商工関係者、医師、

環境グループ、女性会ほかで実行委員会を組織し、極めて丁寧に、

また手創りの良さを発揮して、尾道市公会堂を一杯（1,200 名）

にする小出　裕章さん講演会を同年 8月に成功させたグループで

す。その実行委員会解散後に学習組織として「フクシマから考え

る一歩の会」を結成、肥田舜太郎さんや守田敏也さんの講演会、

小規模の学習会を連続して企画されています。この動きに「原発

のーてもえーじゃない BINGO実行委員会」（福山）や三原の環境・

有機農業グループも合流して、東部各市での連続講演会や尾道市

での「さよなら原発歌声パレード」（今年５回）、福山での駅前歌

声デモ・パフォーマンスを重ねています。府中市や三次市のグルー

プとも連絡を取り合って交流や講師交換も頻繁に行なわれていま

すが、とにかく何かあれば（なくても？）よく集まり、お茶会を

含めて楽しみながら議論されているのが特徴です。（ちなみに尾

道での「歌声パレード」は一昨年の東部地域の忘年会で、『安倍

自民党が政権に返り咲いてどうなっとるんじゃ！』、『原発再稼動

も進むかもしれない！腹立つから年明け早々デモでもすっ

か！！』と提案され、今年５回を数えています。

「さよなら原発歌声パレード INおのみち」（9月 28 日）
　また尾道では福島や関東圏から避難されて来られた方々が “互

いに、穏やかにシェアしあう” ために「ひなの会」というグルー

プを立ち上げておられ、若いママ・パパさんたちの独自の取り組

みが続いています。

　「ひなの会」の皆さんは、避難者とその支援者の “穏やかな繋

がり” ですが、新しい土地での就職や近所付き合いのこと－自身

の生活再建を一歩から始めるといった事が最優先で、多くの方が

苦労されておられます。その中でも昨年１０月には、「私たちも、

一歩前にでなくては・・・」という思いから野呂美伽さんとアー

サー・ビナードさんのジョイント講演を主催され、２００名以上

の参加を実現されました。尾道を始めとした東部圏の脱原発グ

ループとの交流のなかで、互いに励ましシェアしあう関係です。

１２．１えひめ集会にもバス以外でも１０数人のママ・パパさん

たちが参加されていました。

共同行動の翼を広げよう
　原水爆禁止運動を巡って、不幸な分裂の状態が長く続いている

広島県の運動ですが、3.11 以降の「原発いらない！」の圧倒的

な国民世論を結集させ、力あるものにするための取り組みは、「従

来の組合運動や党派運動、活動家中心」では突破できないでしょ

う。九条の会の皆さんが永年苦労しながら様々な運動を一つにす

るための「受け皿」創りや発信をされて来られた取り組みを、（ジェ

ネレーション・ギャップはかなり有りますが）脱原発運動で結集

しつつある若い、新しい層との合流を視野に入れながら、さらに

拡大してゆくことが求められていると感じます。

　ちなみに尾道でのパレードは市民運動グループを中心に共産

党、新社会党、みどりの党、連合の一部組合役員も参加して毎回

80 人～ 130 人規模で開催されています。福山の歌声デモでは「原

発をなくす福山連絡会」（月２回程度、独自で福山駅前行動を行

なっている）と相互交流したり、共同の駅前行動を２回に亘って

行なっています。その裏方を担っているのは県東部各地の九条の

会の皆さんです。まだまだ十分とはいえませんが、昨年・一昨年

に広島でも開催された 3.11 集会（県平和運動センター呼びかけ

の集会・デモに、多くの脱原発市民運動団体・個人が参加）のよ

うな構造を、県内各地域でも実現することからも始めていくこと

ができれば・・・と、思っています。

　　最後になりましたが、様々な経緯と立場がありながら 12.1 え

ひめで、「広島としての共同行動」実現のために尽力いただいた

関係者の皆さんに深く感謝いたします。３月８日（土）に予定さ

れている「上関原発を建てさせない山口県民大集会」（１万人目標）

にも、東部地域からは大型バスで駆けつける相談が進んでいます

ので、またご一緒できればと思います。

★ 集まろう！　上関原発を建てさせない山口県民大集会 ★
　3月 8日（土）　山口市　維新公園　ちょるる広場
　　第1部10：00～　メイン・イベント
　　　　　　　　　　　    鎌田慧(ジャーナリスト・作家） ＆ アーサー・ビナード
　　第2部13：00～　サブ・イベント　歌、トーク、物産展　屋台など
　　代表呼びかけ人　清水敏保（上関原発を建てさせない祝島島民の会代表）
　　　　　　　　　　 田川章次（弁護士・県民監査にかかわる「住民訴訟」弁護団長）
 　　　 那須正幹（児童文学者）
　　連絡先：tel＆fax 0835-22-1275　防府市栄町1-2-1（草地大作）

広島県東部、西部、県北から 200 人以上



　この 2冊の本は、日本軍「慰安婦」問題解決ひろしまネットワー

クによって行なわれた集会において入手した。著者の李栄汝さん

は 1957 年大阪市生野区生まれの在日朝鮮人 3 世、発行者の金昌

五さんは夫である。①は、民族教育、文化運動を行なう中で書き

記し発表したものを遺稿集としてまとめたものである。1980 年

に結婚し、二人の子どもを育てるうちに小学校の民族学級の講師

として民族教育に関わり、1983 年には第 1 回生野民族文化祭に

実行委員として立上げに尽力し、第 10 回まで関わっている。そ

の後関西機関紙編集者クラブ、解放新聞に入社して執筆活動を行

なうようになった。これにより問題意識も多岐にわたり、「世界

女性会議」、「世界国際戦犯法廷」に参加しており、その報告が収

録されている。浅学な私から言うのもなんだが、その中にある「わ

れわれが真に望み、追求するのは、国際政治の舞台裏で行なわれ

ている妥協でもなく、日本政府が同情によって支給する恩恵でも

ない。人類が発展させてきた道徳と正義の基準に合わせてこの問

題（慰安婦問題）を裁断しなければならないという当然の主張で

あり、要求である。」という引用は正鵠を射ると感じた。また「在

日朝鮮人女性実態調査」はその具体的な行動から報告書まで真に

貴重な事業が達成されている。実に行動的かつ情熱に溢れた人物

である。また、このような固いテーマだけでなく映画評論なども

あり、その観かたが「人」を愛しむ気持ちに満ちているとも感じ

られた。

　このような中、在日朝鮮人女性四代記を書くことが彼女のライ

フワークであった。そして誕生したのが、祖母の物語「トンヂュ

オ（金をくれ）」であり、②の「若紫の無窮花」である。86 年前

済州島の寒村から出稼ぎ者として渡日し、今は高齢者養護施設で

過ごしている在日 1 世の祖母の生き様と京都生まれの 2 世の母、

そして彼女自身を描いた 3 世の物語である。貧しい家に生まれ、

また女であったがゆえに何一つ自分で決めることを許されなかっ

た祖母は、結婚して渡日してひたすら富の蓄積に励み、故郷に対

して成功者と認められるまでになる。一方、家長制度、祭祀には

少しの妥協も許さないという信念を持って生きてきた。それは 2

世であり病弱であった母を苦しめた。男子を産まなければならな

いという生死をかけた妊娠出産、決してよくやったと褒められる

ことのない祭祀･･･。それなのに長男の嫁として面目を保ちたい

一心は強く、家長制度の呪縛に苦しめながらも自らそこに身を置

くべしと考える母。その母を侮蔑と哀れみで見る 3世の彼女。そ

のような祖母、母をみて因習を否定しフェミニズムへと傾倒して

いく彼女。この物語の中には直接、在日のための運動は描かれて

いないが、在日であるが故の理不尽な扱われ方に怒りを感じつつ、

しかしそれを抑えつつ在日として生きていかなければならない人

生があることを示した。悲しいことに 4世の物語は描かれていな

い。なぜなら情に熱く愛に満ち溢れ、エネルギッシュで周りの人々

を力付け、民族教育･文化運動に打ち込んだ彼女であったが、愛

娘の死後 5 年 5 カ月目に自らの意志で旅立ってしまったからで

ある。

　夫や息子家族、親族それから周囲の人々の喪失感は一通りでは

なかったことが①から読み取れる。しかしこれらの出版物は、彼

女がこの世でなしたことを広く伝えることとなった。彼女が訴え

た在日の問題、とりわけ女性の問題は、広く共有されることにな

り次世代へバトンタッチされることとなったのではないか。少な

くともこれらを読んだ私たち、日本軍「性奴隷」問題に関心を持っ

ている私たちはそう信じたい。そしてそのための努力をしなけれ

ばならないと考える。　　　　　　（第九条の会ヒロシマ世話人）

若紫の無窮花
　著者：李栄汝　発行所：（株）三一書房　
　　発行日：2013 年 5 月 6 日　106 ページ

人こそが希望だ―李栄汝の言葉―
　著者：李栄汝　発行者：金昌五　
　　発行日：2013 年 5 月 6 日　349 ページ

西浦紘子

本の紹介



活動報告  　（第九条の会ヒロシマほかネットワークなど関連行事含む）
9 月 23 日 （月） 上関原発止めよう！広島ネットワーク世話人会
 　　　26 日　 （木） ストップ！国家秘密法広島ネットワーク準備会 1　
 30 日 （月） ＪＣＯ臨界事故を忘れない！　上関原発止めよう！広島ﾈｯﾄﾜｰｸ中電前ｷｬﾝﾄﾞﾙ行動
10 月   2 日 （水） 慰安婦ネット水曜日街頭宣伝
   ストップ！国家秘密法広島ネットワーク準備会 2
  3 日 （木） 弁護士会人権擁護大会
   広島県 9条の会ネットワーク 10 月例会
  6 日 （日） 九条の会・はつかいち総会 ＆ 記念講演会　
  7 日 （月） 第九条の会ヒロシマ事務局会
  9 日 （水） ストップ！国家秘密法広島ネットワーク準備会３
 11 日 （金） 上関原発止めよう！広島ネットワーク事務局会　
 12 日 （木） 慰安婦ネット上映＆講演会
 15 日 （火） ストップ！国家秘密法広島ネットワーク結成集会　資料館会議室１　100 人
 19 日 （土） 三次ピースフェスタ　in ワイナリー
   中国人受難者を追悼し平和と友好を祈念する集い
 20 日 （日） グローバリゼーションを問う広島ネットワーク講演会「ベトナム原発輸出」
 21 日 （月） 上関原発止めよう ! 広島ネットワーク中電本社前行動
   コリン・コバヤシ講演会　「国際原子力ロビーの犯罪」資料館会議室２
 22 日 （火） ストップ！国家秘密法街頭宣伝（広島本通り前）
   ストップ！国家秘密法広島ネットワーク世話人会１
 23 日 （水） 岩国公有水面裁判　判決　広島高裁
 25 日 （金） ストップ！国家秘密法街頭宣伝（広島本通り前）
 26 日 （土） 反「原子力の日」上映会「福島　六ヶ所　未来への伝言」
 27 日 （日） 女性 9条の会講演会　　石口弁護士と高江、伊佐さん
 28 日 （月） ストップ！国家秘密法広島ネットワーク世話人会２
   第 17 回許すな！憲法改悪・市民運動全国交流集会の相談会
 29 日 （火） 特定秘密保護法反対集会（日比谷野音）とデモ（平和フォーラム）
 31 日 （木） 八幡山（神社名義地）裁判　広島高裁
11 月 2 日 （金）　憲法の集い　広島県９条の会ネットワーク　
   ストップ！国家秘密保護法パレード  220 人
 5 日 （火） オスプレイネット会議　
 6 日 （水） 日本軍「慰安婦」ネット水曜日街頭宣伝　メルパルク前　
   ストップ！国家秘密法広島ネットワーク世話人会３
 8 日 （金） 秘密保護法賛成？　反対？シール投票（広島本通り前）　
 12 日 （火） 慰安婦ネット事務局会　ゆいぽーと　
 13 日 （水） 公有水面埋め立て訴訟判決　広島高裁　
 14 日 （木） 広島県 9条の会ネットワーク例会　資料館会議室２　
 15 日 （金） 秘密保護法反対街宣　19：00 ～　本通り電停前
 16 日 （土） 先陣を語る会　藤居平一さん　平和ビル　　原爆被害者の会
 17 日 （日） 秘密保護法賛成？　反対？シール投票　元安橋　
   沖縄　石川源平さん講演会　広島 YMCA　　沖縄と広島を結ぶつどい
 19 日 （火） ストップ国家秘密保護法事務局会　弁護士会館　
   秘密保護法について井上正信講演会　　弁護士会館
 20 日 （水） 「ぬちがふう」上映会相談会 1　広島 YMCA　以後 5回
 21 日 （木） ストップ国家秘密法の集会とパレード　18 時　原爆ドーム　パレード 350 人
 22 日 （金） 特定秘密保護法案反対座り込み　平和運動センター　ドーム前　
        23 日 （土） 日米地位協定講演会　大川牧師＋足立弁護士　　オスプレイネット
　　 24 日 （日） 日本軍「慰安婦」についての法的問題点講演会　足立弁護士　
 25 日 （月） 上関原発止めよう ! 広島ネットワーク中電本社前行動　
   福島の子どもたちを放射能から守ろう事務局会　
   ストップ国家秘密保護法世話人会　
 26 日 （火） 国家秘密保護法衆院強行可決抗議街宣　本通り電停前（青山）
 27 日 （水） 愛宕山裁判　判決　広島地裁　
   国家秘密保護法参議院慎重審議を求める街宣　本通り電停前（青山）
 28 日 （木） 国家秘密保護法参議院慎重審議を求める街宣　本通り電停前（青山）
   ストップ国家秘密保護法世話人会　
 29 日 （金） 国家秘密保護法参議院慎重審議を求める街宣　本通り電停前（青山）
   東京裁判を「再審」する -何を裁き、何を裁かなかったのか」資料館会議室 1
 30 日 （土） ヒロシマから死刑といのちを考えるシンポジウム　　アステールプラザ４F
12 月 1 日 （日） 伊方原発再稼働反対松山 1万人集会　堀之内公園＆パレード
 2 日 （月） 第九条の会ヒロシマ世話人会　プラザ会議室　原発ミニ学習会　講師：溝田一成さん
   国家秘密保護法参議院慎重審議を求める街宣　広島各所　
 3 日 （火） 国家秘密保護法参議院慎重審議を求める街宣　広島各所
 4 日 （水） 日本軍「慰安婦」ネット水曜日街宣　メルパルク前 12 時 ~13 時
   国家秘密保護法参議院慎重審議を求める街宣　広島各所
 5 日 （木） ストップ！国家秘密法広島ネットワーク世話人会７
   国家秘密保護法参議院慎重審議を求める街宣　広島各所
 6 日 （木） ストップ国家秘密法の集会とパレード　18 時　原爆ドーム　パレード 1000 人
 　　　  7 日　 （土） アジアの視点から　原爆資料館展示を考える講演会　原爆資料館会議室２
 8 日 （日） 教科書採択問題県ネット　第六潜水艇事故の真相を考える　呉
 9 日 （月） 上関ネット島根原発再稼働反対要請 1　中国電力本社前チラシ配布
 10 日 （火） 上関 4800 万円損害賠償スラップ裁判　　山口地裁　
 12 日 （木） 八幡山裁判（神社名義地）裁判　判決　広島高裁
 13 日 （金）　オスプレイネット会議　
   ストップ！国家秘密法広島ネットワーク世話人会８
 15 日 （日）　被爆・戦争体験を聞く会「幸元省二郎」
　　　　　　　　　 京丹後「Ｘバンド基地建設反対」集会（京丹後市役所前）
 16 日 （月） 上関原発伯撤回中電本社前行動　
 18 日 （水） 上関　自然権、公有水面　裁判　山口地裁
   広島県９条の会ネットワーク例会　平和ビル５F　
 22 日 （日） 上関原発建設のための埋立許可回答を延長するな街頭署名　
 26 日 （木） 秘密保護法廃止！広島ネットワーク世話人会１　　JCJ
 27 日 （金）　島根再稼働反対中電抗議行動（12：30、
   秘密保護法廃止！広島ネットワーク世話人会２
1月 8 日 （水） 日本軍「慰安婦」ネット水曜日街宣　メルパルク前 12 時 ~13 時 
 10 日 （金） 第九条の会ヒロシマ会報 80 号発送　国際会議場 3F 研修室
   秘密保護法廃止！広島ネットワーク学習会

7.30 オスプレイ追加配備抗議ピースリンク平和船団

愛宕山見守りのつどい

10 月 17 日岩国基地のオスプレイ

毎月第 1水曜日に行っている日本軍「慰安婦ネット」街宣

12.6 ストップ国家秘密法デモと原爆ドーム前集会

憲法のつどいと
ストップ！国家秘密保護法デモ



◆グローバリゼーション講座「アジアの食料と貿易問題を考える」
　　　　～WTO（世界貿易機関）を問う国際行動参加報告～
　1月 26 日（日）14:00 ～ 16:30　ゆいぽーと 4F　082－248－3320
　参加費：500 円（学生無料）
　講師：渡田正弘（「グローバリゼーションを問う広島ネットワーク」事務局長）
　主催：グローバリゼーションを問う広島ネットワーク
 　連絡先：090－6835－8391（渡田）

◆「積極的平和主義」とは何か　
　　　　　　　　　　＝変わる「呉」の意味を考える＝
　１月 31 日（金）18：30~20：30　　ビューポート・くれ　
　参加費：1,000 円　（学生無料）　　　　　　　（0823-20-0660）
　講　師：湯浅一郎さん（ＮＰＯ法人ピースデポ　代表）
　主催：ピースリンク広島・呉・岩国
　連絡先：0823-21-2414（呉 YWCA）

◆伊方原発再稼動によって瀬戸内の海はどうなる？
　　　ー福島沖の海洋汚染に学ぶ
  ２月１日（土） 17：30~20：00　参加費：1000 円　高校生以下無料
　　　　　広島市民交流プラザ６F（中区袋町 6-36 袋町小学校隣）
　講師：湯浅一郎さん（NPO法人ピースデポ代表、環瀬戸内海会議顧問）
　共催：伊方原発の再稼働を許さない市民ネットワーク・広島／上
　関原発止めよう ! 広島ネットワーク／森と水と土を考える会／ピー
　スリンク広島・呉・岩国　　　連絡先：090-3373-5083（ 新田秀樹）

◆「ぬちがふぅ（命果報）」玉砕場からの証言―広島上映会
　2月 22 日（土）14：00 ～　広島 YMCA　国際文化ホール
　　　　　　映画上映 　＆ 　パク・スナム監督トーク
　参加券1000円（当日1200円）大学生500円   高校生以下　障がい者無料
　主　催：「ぬちがふぅ」広島上映会実行委員会
　連絡先：090-6432-5054（多賀）

◆毎月第１水曜日に日本軍「慰安婦」問題解のための街頭行動
　当面の予定：2月 5日、3月 5日、4月 2日、5月 7日
　時刻：12：00~13：00　メルパルク前（雨天の場合は本通り電停前）
　内容：チラシ配布、リレートーク、１億人署名
　主催：日本軍「慰安婦」問題解決ひろしまネットワーク
　連絡先：090-3632-1410（土井）

◆日本軍「慰安婦」問題解決ひろしまネットワーク結成２周年シンポ
　日本軍「慰安婦」問題の今日的課題（仮）
　5月 24 日（土）13：30~16：30　　場所未定（広島市内）
　パネラー：ウルリケ・ヴェールさん、田中利幸さん、平井和子さん
　主催：日本軍「慰安婦」問題解決ひろしまネットワーク
　連絡先：090-3632-1410（土井）

◆上関の埋立免許関連裁判（山口地裁）
１、自然の権利訴訟　次回公判：3月 19 日 13 時 30 分～
　　原告：上関の自然を守る会、祝島島民の会及び祝島島民、全国の有志
２、埋立免許取消訴訟　次回公判： 3 月 10 日 13 時 30 分～
　　原告：祝島の漁業者 74 名
３、埋立免許失効確認訴訟　次回公判： 3 月 19 日 13 時 45 分～
　　原告：祝島の漁業者 7名　　　以上被告：山口県
★　4800 万損害賠償訴訟（スラップ訴訟）原告は中国電力
　　次回は非公開の進行協議のみ。

◆第 17回許すな！憲法改悪市民運動全国交流集会公開講演会 
　　－とめよう「戦争する国」づくりー　
2月 15日（土）午後１時～４時　韓国 YMCA（東京）
　　　　　　　　　　　　　　（ＪＲ水道橋駅東口徒歩５分）
講演　Ⅰ　斎藤美奈子さん（文芸評論家）「安倍内閣の暴走と改憲」
講演　Ⅱ　高良鉄美さん（琉球大学法科大学院教授）
　　　　　　「集団的自衛権行使への動きと憲法、そして沖縄」（仮題）
アピール　伊方原発再稼働反対運動から・阿部悦子さん（愛媛県議）（予定）
主　催：市民運動全国交流集会実行委員会　　参加費　1,000 円
連絡先：03-3221-4668（許すな！憲法改悪・市民連絡会）

◆岡田和樹さん撮影　「ハチの干潟」写真展
　1月 16 日～ 1月 22 日　JR 尾道駅前　福屋 2階ギャラリー
　連絡先 　090-9732-8046（林原）　　参加費　無料
 
◆九条の会・三原新年例会　ドキュメンタリー映画
　「ショック・ドクトリン」（便乗型資本主義の正体を暴く）視聴他
　1月 19 日（日）14 時～ 16 時　三原市中央公民館 1F 第 2研
　主　催 　九条の会・三原　　参加費 　無料
　連絡先 　0848-62-5929（日本基督教団三原教会）　
 
◆久保田裕信のシリア現地報告と秘密保護法
　1月 22 日（水）18 時 30 分～　尾道市公会堂別館 3階
　講　師：久保田　裕信（フォト・ジャーナリスト）
　主　催 　九条の会・おのみち　　　参加費：500 円
　連絡先：090-2002-8667（小林）

◆聞かせて福島の声　みんなの撮った写真展
　2月 7日～ 13 日　旧日本銀行（被爆建物）
　　　　　　　　　（広島市中区袋町 5-21　082-504-2500）　
　主催：森と水と土を考える会
　連絡先：082-293-6531（原戸）

◆九条の会・はつかいち憲法学習会
　　　憲法の足元が危ない！
　1月 25 日（土） 14:00-16:00　廿日市商工保健会館交流プラザ
      講師：井上正信さん（日弁連憲法委員会副委員長）
     参加費：800 円（学生、障がい者 無料）
     主催：九条の会・はつかいち　その他：手話通訳あり
     連絡先：090-3373-5083（新田）

◆岩国基地の拡張・強化に反対する広島県西部住民の会
　第 9回総会＆8周年記念講演会
　2月 22 日（土）13:30-16:30　廿日市商工保健会館交流プラザ
    講師：新倉裕史さん（非核市民宣言運動ヨコスカ代表）
   参加費：500 円（学生、障がい者 無料）託児、手話通訳 有り
   主催：岩国基地の拡張・強化に反対する広島県西部住民の会
   連絡先：0829-31-3356

◆九条の会・はつかいち憲法のつどい
　　「特定秘密保護法は改憲の道筋」（仮題）
　4月 19 日（土）14:00-16:30　廿日市商工保健会館交流プラザ
　講師：半田　滋さん（東京新聞論説委員兼編集委員）
   参加費：800 円（学生、障がい者　無料）手話通訳あり
   主催：九条の会・はつかいち 
   連絡先：090-3373-5083（新田 )

事
務
局
か
ら

・2013年会費、カンパ、賛同金を送ってくださっ
た皆さま、有難うございました。皆さんのご
支援があってこそ活動できます。2014 年も
頑張りますので引き続き、お支えください。

・会費納入についてはタックシールに記載をし
ております。ご確認の上、もし記載が間違い
がありましたら遠慮なくご連絡ください。　
今年もどうぞよろしくお願い致します。

・寒い地方の皆さん、寒中お見舞い申し上げます。でも、
ホンの少しだけ朝明るくなるのが早くなって嬉しい。フ

・京都京丹後市経ヶ岬に米軍 X バンドレーダーが配備される。
米国ミサイル防衛で米本土を守るもの。発信出力がメガワッ
ト級。新たな航空自衛隊基地建設になり許せ～ん！　サ

・元旦、宮島口前で岩国基地の拡張強化についてのシール
投票を行った。許す10、許さない108、わからない10。やっ
ぱり許さないが圧倒的。これが世論だよ。ニ

・年末年始、本当に忙しい時に原稿を書いてくださり感謝
です。どのテーマも大事な人権問題。繋がりたい。フ

後
記

会費・カンパのお願い　　

お知らせ

　　広島県東部の企画

　　広島県西部の企画

   秘密保護法廃止署名に
　　      ご協力を！

「秘密保護法」は制定され
ましたが多くの人が廃止を
求めています。この悪法を
廃止するため署名運動が開
始されました。多くの署名
を集め、「秘密保護法」　
NO！の声を国会に突きつ
けましょう。


